
「キャリア・コンサルティング研究会－キャリア・コンサルタントが有するキャリア・コンサルティング能力の実態等に関する検討部会」報告書の概要

【調査の趣旨・目的】
• 標準レベルのキャリア・コンサルタント(注）の能力要件に照らして、キャリア・コンサルタントがキャリア・コンサルティングの活動の現場で活かしている能力、求
められている能力等についてアンケート調査等により実態を把握して、研修の実施等今後の能力の向上を図るための施策の検討を行う。

１．キャリア・コンサルタントに必要な能力・スキルについてのアンケート調査の結果

・調査方法：WEB上でのアンケート調査 ・調査時期：2013年9月2日～9月25日
・調査対象：標準レベル以上のキャリア・コンサルタント（延べ31,173人） ・回答者数：3865名（回収率12.4%）

活動状況等

活
動
状
況

• 「ほぼ毎日活動」44.0%、
「不定期に活動」25.6%、
「活動していない」15.1%。

活
動
領
域

• 公的就職支援機関
20.6%、 企業内20.2%、
大学等17.0%、民間就職
支援機関15.3%、地域
（NPO等）7.0%、民間教
育訓練機関5.0%。

活
動
期
間

• 「5年以上10年未満」
31.5%、「3年以上5年未
満」20.5%、「10年以上」
18.0%。

支
援
の
対
象

•「若年者（35歳未満）が主
な対象」54.9%、「非正規雇
用の労働者が主な対象」
26.2%。

現場で「活かしている」能力、「求められている」能力

平均的な
キャリア・コンサルタント

• 知識では、「自己理解に関する視点や手法」などの能力項目が「活かしている」割合が大きく、また、
「個人的特性等への留意点」、「専門機関へのリファー」、「職業能力開発に関する情報」などは、
「求められている」割合の方が「活かしている」割合より特に大きい。

• スキルでは、「受容的共感的な態度での相談」などが「活用している」割合が大きく、また、「心理検
査（職業適性検査）の選択・実施」、「グループアプローチ」、「能力開発プランの作成・見直し、情報
提供」などは「求められている」割合の方が「活用している」割合より特に大きい。

活動が密で経験が長い
キャリア・コンサルタント

• 全体平均と比較して、全ての能力項目で、「活かしている」割合が大きい。
• また、知識、スキルで「求められている」割合とほとんど差がない。

活動領域別の
キャリア・コンサルタント

• ①企業で活動しているキャリア・コンサルタントは､知識では「メンタルヘルスやストレスに関する法
令・指針・理論等」、「雇用管理の仕組みや人事労務施策」などを、スキルでは「受容的共感的な態
度での相談」などを「活用している」割合が大きい。

• ②教育機関は、知識では「学校教育制度やキャリア教育のあり方」などを、スキルでは「職場体験
への理解・実行の助言」、「グループアプローチ」などを「活用している」割合が大きい。

• ③就職支援機関は、知識では「職業分類や職業に関する情報」、「労働市場や雇用の動向」などを、
スキルでは「職業経験の棚卸し」、「今後の進め方や見直しなどの適切な助言」、「職業や労働市
場に関する情報収集・活用方法の助言」などを「活用している」割合が大きい。

若年者が主対象の
キャリア・コンサルタント

• 知識では「学校教育制度やキャリア教育のあり方」、「個人的特性等への留意点」など、スキルで
は「グループアプローチ」や「職場体験への理解・実行の助言」などが「活かしている」割合が特に
高い。

非正規雇用の労働者が主対象
のキャリア・コンサルタント

• 知識では、「ジョブカード制度」、「労働関係法規や社会保障制度」、「職業能力開発に関する情報」
など、スキルでは「ジョブ・カード作成支援」などが「活かしている」割合が特に高い。

就職支援を経験したことがある
キャリア・コンサルタント

• 知識、スキルのほとんどの項目で、就職支援を経験したことがない場合より、「活かしている」割合
が大きい。

他の専門性を活かしたキャリア・
コンサルティングの可能性

• 社会保険労務士資格を有するキャリア・コンサルタントは「労働関係法規や社会保障制度」、「雇用
管理の仕組みや人事労務施策」などの知識を相談に生かすなど、ファイナンシャルプランナーも含
めて専門性を相談の中で生かしている。

（注）キャリア・コンサルタント養成講座（140時間。厚生労働省が示した養成モデルカリキュラム（キャリア・コンサルティングを行うための基本的知識やスキル）を満たすもの）の受講等を
経て、キャリア・コンサルタント能力評価試験に合格した者等

別添１



①共通して「求められている」と「活かしてい
る」の差が大きい項目に留意すること

• 知識では、①個人的特性等への留意点、②専門機関へのリファー、③キャリア教育のあり方、④職業能力開発に関する情報にお
いて、スキルでは、①心理検査（職業適性検査）の選択・実施、②グループアプローチ、③能力開発プランの作成・見直し、情
報提供において、「求められている」と「活かしている」の差が大きい。こうした項目に留意することが必要。

②活動が密で経験が長いキャリア・コンサル
タントをモデルとすること

• 活動が密で経験が長い（ほぼ毎日活動、活動期間5年以上）キャリア・コンサルタントは、全体と比較して全ての能力要件につい
て、「活かしている」割合が多く、「求められている」と「活かしている」の差が小さい。このことから、これらのキャリア・
コンサルタントをモデルとすることがより有効。

③活動領域等を意識すること
• キャリア・コンサルタントとして、さらに能力を習得していく場合や、公的機関や民間機関がキャリア・コンサルタントを対象
とした研修、講座等を開催する場合には、活動領域別に、活かしている能力、求められている能力に違いがみられる能力項目を
意識することが必要。

④主な支援対象者を意識すること
• 若年者を対象としたキャリア・コンサルティングに必要な能力の習得に当たっては、若年者を主たる対象者とするキャリア・コ
ンサルタントが活かしている能力、求められている能力、それらに差がある能力項目を意識することが必要。非正規雇用の労働
者についても同様。

①キャリア・コンサルティングの能力向上のための研修等の実施
• 求められている能力と活かしている能力の差などを踏まえるとともに、研修等の機
会について時期、場所、内容等の情報が得られる仕組み作りが重要。

②キャリア・コンサルタントの経験交流会の実施
• 活動が密で経験が長いキャリア・コンサルタントとの情報交換、知識・スキルの習
得方法を学ぶ観点から有効。学習する機会が比較的少ない地域での開催なども期待。

③キャリア・コンサルティングの実践機会の提供
• 資格はあるが活動経験がない者に対して実務経験の機会を提供するとともに、活動
機会の少ない者に対して経験を積ませ、活動量を増やすことを期待。

④職業情報等キャリア・コンサルティングに必要な情報提供
• 職業や労働市場、労働関連法規や社会保障制度等は社会のニーズ等により変化する
ものであり、情報収集方法を学ぶことができるよう、インフラの整備が必要。

⑤スーパービジョンを受ける機会の提供
• スーパービジョンは、その機会が少ないこと、費用がかかること、それらの情報が
不足していることなどの課題がある。機会の提供について留意していくことが必要。

⑥キャリア・コンサルティング事例集の作成
• 必要な知識、スキルなどを意識した上で、キャリア・コンサルティングに係る事例集を作成
し、広く提供するとともに、勉強会等の場で活用していくことが必要。

⑦効果的なキャリア・コンサルティングのためのツールの提供
• 相談者の有する課題や利用の目的のほか、キャリア・コンサルタントの知識、スキルに応じ、
ツールを選択できるように提供していくことが重要。

⑩社労士等他の専門家の資格取得促進
• 社会保険労務士の資格を有するキャリア・コンサルタントは、中小企業への意識を高めるこ
とが考えられるため、キャリア・コンサルタントの資格取得を促進することが考えられる。

⑨職業相談経験者等の資格取得促進

• 職業相談業務経験者はキャリア・コンサルティングに必要な知識、スキルを活かしている割
合が多いため、キャリア・コンサルタントの資格取得を促進することが考えられる。

⑧キャリア・コンサルタント能力評価試験への反映
• 「活用している」割合や「求められている」割合が高い能力は、キャリア・コンサルタント
能力評価試験の出題や養成講座カリキュラムを作成する際に意識していくことが必要。

（１）キャリア・コンサルタントが習得していくべき能力について

（２）キャリア・コンサルティングに必要な能力の習得・向上のための方策について

２．調査結果を踏まえた今後の施策展開等の方向性


